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今月号の主な内容

美しい山・川・海
人が躍動する　交流と共生のまち

総
数
1
、
2
7
7
点
の
中
か
ら

香
美
町
の
町
章
決
ま
る
！

全
国
か
ら
1
、
2
7
7
点
（
9
9
4
人
）
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、
選
定
を
行
っ
て

い
た
香
美
町
の
町
章
は
、
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
「
美
し
い
山
・
川
・
海

人
が
躍
動
す
る
　
交
流
と
共
生
の
ま
ち
」
に
ふ
わ
し
い
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
と
し
て
、

香
住
区
無
南
垣
の
神
田
清
明
さ
ん
の
作
品
を
最
優
秀
賞
と
し
て
選
び
ま
し
た
。

（
詳
し
く
は
7
ペ
ー
ジ
）

【町章の説明】
香美町の「カ」「ミ」を図案化し、自然豊か

な山々と町内を南北に流れる矢田川が日本海へ
注ぎ込む風景をデザインしている。
下部の穏やかに曲がった3本の線で住民がい

きいきと躍動し、交流、共生する姿をイメージ
しており、香美町の掲げる「美しい山・川・海
人が躍動する　交流と共生のまち」を象徴的な
姿で表現している。
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多
彩
な
資
源
を

生
か
し
た
観
光
対
策の推

進

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ
た

っ
て
は
、
何
よ
り
も
産
業
の
振
興

に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

豊
か
な
自
然
、
ス
キ
ー
場
や
海

水
浴
場
、
温
泉
、
カ
ニ
や
但
馬
牛

な
ど
を
有
す
る
本
町
は
、
従
来
以

上
に
観
光
対
策
の
推
進
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

山
と
海
と
の
観
光
資
源
を
一
層

生
か
す
た
め
に
、
体
験
観
光
や
山

と
海
と
が
連
携
し
た
観
光
ル
ー
ト

の
設
定
な
ど
、
多
様
な
観
光
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
体
制
づ
く
り
を
し
て

い
く
と
と
と
も
に
、
マ
ス
コ
ミ
へ

の
積
極
的
な
情
報
提
供
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
P
R
活
動
も

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

山
・
海
ご
と
の
観
光
対
策
は
、

従
来
ど
お
り
そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
協

会
と
の
連
携
を
強
化
し
、
新
た
に

香
美
町
全
体
で
取
り
組
む
広
域
観

光
対
策
を
効
果
的
に
推
進
し
て
い

く
た
め
に
、
観
光
協
会
間
の
緊
密

な
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

6
月
14
日
、
第
2
回
香
美
町
議
会
が
招
集
さ
れ
、
そ

の
冒
頭
で
藤
原
久
嗣
町
長
は
平
成
17
年
度
の
香
美
町

政
に
の
ぞ
む
所
信
を
表
明
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
藤
原
町
長
は
、
山
の
ま
ち
、
海
の
ま
ち

の
特
色
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
地
域
間

連
携
に
よ
る
相
乗
効
果
の
発
揮
、
全
町
バ
ラ
ン
ス
あ

る
発
展
の
重
要
性
な
ど
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
述
べ
る

と
と
も
に
、『
多
彩
な
資
源
を
生
か
し
た
観
光
対
策
の

推
進
』
な
ど
6
つ
の
主
な
政
策
の
方
向
を
具
体
的
に
示

し
ま
し
た
。

議会で所信表明を行う藤原町長
連
携
効
果
を
発
揮

平
成
17
年
度
町
長
施
政
方
針

山
のまち

海
のまち

山
の
ま
ち
、（
小
代
区
・
村
岡
区
）、

海
の
ま
ち
（
香
住
区
）
と
し
て
発
展

し
て
き
た
地
域
ご
と
の
特
色
を
一
層

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と

と
も
に
、
各
地
域
の
連
携
に
よ
る
相

乗
効
果
の
あ
が
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。
山
の
ま
ち
、
海
の
ま
ち

と
い
う
特
色
の
異
な
る
ま
ち
の
合
併

で
あ
り
、
連
携
効
果
を
発
揮
し
な
が

ら
、
地
域
間
の
バ
ラ
ン
ス
あ
る
発
展

を
図
る
た
め
、
均
衡
あ
る
振
興
策
に

十
分
配
慮
し
て
い
き
ま
す
。

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

に
は
、
新
し
い
視
点
か
ら
中
長
期
的

に
将
来
を
見
据
え
た
発
想
が
必
要
で

あ
り
、
各
階
層
、
特
に
若
い
世
代
の

考
え
方
を
積
極
的
に
と
り
入
れ
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

旧
町
意
識
に
と
ら
わ
れ
ず
、
全
町

民
の
一
体
感
の
醸
成
を
図
る
交
流
機

会
を
多
く
設
け
る
と
と
も
に
、
町
政

の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
町
民
の
目
線

に
立
ち
、
対
話
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
進
め

る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
心
が
け
て

い
き
ま
す
。

基

本

方

針

香住区 村岡区 小代区
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山
と
海
と
の
特
色
あ
る

産
業
の
振
興

活
力
あ
る
福
祉
社
会
の
創
造

ふ
る
さ
と
に
愛
着
を

も
つ
青
少
年
の
育
成

香
り
高
く
美
し
い

ま
ち
づ
く
り
運
動
の
展
開

幹
線
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
促
進

山
の
ま
ち
（
小
代
区
・
村
岡
区
）

で
は
、
観
光
業
・
農
業
・
畜
産
業
、

海
の
ま
ち
（
香
住
区
）
で
は
、
観

光
業
・
漁
業
・
水
産
加
工
業
が
中

心
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
産
業

ご
と
の
振
興
策
は
個
別
に
そ
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
ご
と
に
、
観
光
業
を
核
と

し
た
産
業
間
の
地
域
内
連
携
を
よ

り
一
層
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

過
疎
化
の
進
展
す
る
兵
庫
県
北

部
に
あ
っ
て
は
、
道
路
交
通
網
の

整
備
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
本

町
に
お
い
て
も
整
備
を
急
ぐ
路
線

を
多
く
抱
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
国
道
４
８
２
号

線
の
「
蘇
武
ト
ン
ネ
ル
」、
高
規
格

道
路
の
「
香
住
道
路
」
が
開
通
し

て
、
豊
岡
方
面
へ
の
時
間
短
縮
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
高
規
格
道
路
「
余
部
道
路
」

の
早
期
完
成
、
国
道
9
号
笠
波
峠

の
早
期
改
修
な
ど
を
国
や
県
に
強

く
要
望
す
る
と
と
も
に
、
新
町
の

幹
線
道
路
と
位
置
づ
け
ら
れ
る「
大

乗
寺
バ
イ
パ
ス
」「
境
バ
イ
パ
ス
」

「
大
谷
バ
イ
パ
ス
」
の
早
期
着
工
を

県
に
強
く
働
き
か
け
ま
す
。
町
道

整
備
は
、
財
源
の
許
す
限
り
早
期

に
取
り
組
む
よ
う
努
力
し
ま
す
。

J
R
山
陰
本
線
余
部
鉄
橋
の
架

け
替
え
に
つ
い
て
は
、
関
係
町
民

の
意
向
が
十
分
反
映
さ
れ
る
よ
う

に
努
め
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

行
政
だ
け
で
進
め
よ
う
と
し
て
も

そ
の
効
果
が
十
分
あ
が
ら
な
い
ケ

ー
ス
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

特
に
人
づ
く
り
や
環
境
対
策
な

ど
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
十
分
協

議
し
、
住
民
と
行
政
の
役
割
を
分

担
し
て
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

旧
香
住
町
で
行
っ
て
い
た「
香
り

の
住
む
ま
ち
づ
く
り
運
動
」（
人
づ

く
り
運
動
、
花
づ
く
り
運
動
、
歴

史
・
文
化
づ
く
り
運
動
）を
継
承
し

て
い
く
と
と
も
に
、
新
町
名
に
ち

な
ん
で
「
香
り
高
く
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
運
動
」
と
改
称
し
、
村
岡

私
は
、
わ
が
町
の
子
ど
も
た
ち

ち
が
元
気
で
た
く
ま
し
く
育
ち
、

ま
た
、
大
き
く
な
っ
て
か
ら
も
ふ

少
子
・
高
齢
化
が
進
行
し
て
い

く
中
、
と
り
わ
け
そ
の
進
行
度
の

高
い
わ
が
香
美
町
で
は
、
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
た
積
極
的
な
対
応
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
少
子
化
対
策
】
旧
町
ご
と
に
策
定

し
た
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

に
沿
っ
た
対
策
を
講
じ
る
ほ
か
、

公
立
病
院
の
小
児
科
医
師
の
安
定

確
保
、
保
育
料
の
低
い
額
へ
の
調

整
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
設

な
ど
可
能
な
こ
と
か
ら
順
次
取
り

組
み
ま
す
。

【
高
齢
者
対
策
】
高
齢
者
を
前
期
高

齢
者
（
65
歳
〜
74
歳
）、
後
期
高
齢

者
（
75
歳
以
上
）
に
分
け
、
前
期
高

齢
者
に
は
健
康
対
策
や
生
き
が
い

対
策
、
後
期
高
齢
者
に
は
ナ
イ
ト

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
範
囲
拡
大
な
ど

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、

介
護
者
の
負
担
軽
減
に
努
め
ま
す
。

【
医
療
体
制
の
整
備
】「
香
美
町
医

療
体
制
検
討
委
員
会
（
仮
称
）」
を

早
期
に
設
置
し
、
町
民
医
療
の
あ

り
方
と
各
医
療
機
関
の
役
割
な
ど

に
つ
い
て
、
専
門
家
も
交
え
て
検

討
し
、
年
内
に
そ
の
方
向
性
を
出

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

で
す
。

す
で
に
香
住
区
で
組
織
し
て
い

る
各
業
界
の
代
表
者
、
実
務
者
か

ら
な
る
「
産
業
活
性
化
協
議
会
」
を

一
層
充
実
し
て
い
く
と
と
も
に
、

村
岡
区
・
小
代
区
に
も
取
り
入
れ

て
い
き
ま
す
。

●
主
要
産
業
の
振
興
方
策

（
観
光
業
除
く
）

【
農
業
】
生
産
基
盤
の
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
転
作
作
物
の
栽
培

支
援
を
行
い
ま
す
。
有
機
栽
培
な

ど
安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
生
産

促
進
に
努
め
、
民
宿
の
食
材
と
し

て
契
約
栽
培
や
朝
市
な
ど
地
産
地

消
体
制
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

【
畜
産
業
】
但
馬
牛
の
飼
養
頭
数
の

増
加
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
有
機

セ
ン
タ
ー
・
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
運

営
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
有
機

栽
培
農
業
を
促
進
し
て
畜
産
と
耕

種
の
一
層
の
連
携
に
努
め
ま
す
。

【
漁
業
】
漁
船
新
建
造
に
対
す
る
利

子
補
給
を
引
き
続
き
行
い
、
魚
礁

の
設
置
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
資

源
の
付
加
価
値
を
高
め
る
た
め
、

活
イ
カ
・
活
ガ
ニ
な
ど
の
鮮
度
保

持
を
図
る
た
め
に
必
要
な
施
設
整

備
に
対
し
、
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
水
産
加
工
業
】
消
費
者
ニ
ー
ズ
や

流
通
形
態
の
変
化
に
対
応
し
た
製

品
開
発
、
販
売
戦
略
の
構
築
を
進

め
る
た
め
、
付
加
価
値
の
高
い
加

工
品
の
開
発
な
ど
、
新
た
な
対
応

の
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

区
・
小
代
区
の
皆
さ
ん
に
も
運
動

の
展
開
を
提
唱
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
町
内
の
主
要
河
川
沿
い

に
桜
の
木
を
町
民
総
参
加
で
植
栽

す
る
「
矢
田
川
桜
つ
つ
み
街
道
事

業
」を
今
秋
に
実
施
し
て
、
町
民
の

一
体
感
の
醸
成
や
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
シ
ン
ボ
ル
事
業
と
し
て
の

位
置
づ
け
も
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

る
さ
と
を
愛
し
、
ふ
る
さ
と
を
自

慢
で
き
る
よ
う
な
人
間
と
し
て
育

っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。子

ど
も
た
ち
の
ふ
る
さ
と
に
対

す
る
誇
り
と
自
信
が
、
将
来
の
夢

を
育
ま
せ
、
さ
ら
に
そ
の
夢
の
実

現
に
向
け
て
逞
し
く
挑
戦
し
続
け

よ
う
と
す
る
力
の
源
と
な
り
ま
す
。

旧
町
で
も
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る

心
を
育
む
た
め
の
施
策
が
講
じ
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
を
一

体
化
し
、
学
校
・
地
域
社
会
・
家

庭
で
の
役
割
分
担
を
明
確
化
し
、

そ
れ
ら
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
積

極
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

観光業を中心とした産業の振興は香美町の発展には欠かせません
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歳
入
の
約
39
％
を
占
め
る
地
方
交
付

税
は
、
前
年
度
の
決
算
額
と
ほ
ぼ
同
額

の
63
億
7
5
0
0
万
円
を
見
込
み
ま

し
た
。

町
税
は
前
年
度
の
未
収
金
を
含
め

て
、
17
億
9
5
7
2
万
円（
2
・
6
％

増
）
を
見
込
み
ま
し
た
。
増
額
と
な
っ

て
い
る
の
は
、
固
定
資
産
税
の
増
収
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

一
方
で
、
地
方
債
の
発
行
は
前
年
度

未
収
金
を
含
め
18
億
7
6
2
0
万
円

（
11
・
7
％
減
）
で
、
使
途
を
緊
急
性

の
高
い
事
業
に
絞
り
込
ん
で
発
行
額
を

抑
え
る
と
と
も
に
、
後
年
度
に
交
付
税

算
入
さ
れ
る
も
の
を
選
択
し
ま
し
た
。

ま
た
、
後
年
の
財
政
運
営
に
備
え
、

前
年
約
14
億
円
を
取
り
崩
し
た
基
金
か

ら
の
繰
入
金
は
、
6
億
2
2
3
7
万

円
（
56
・
3
％
減
）
と
大
幅
に
減
額
を

し
ま
し
た
。

【
一
人
の
町
民
が

納
め
る
町
税
額
】

合
計
　
7
8
、
7
5
6
円

▼
町
民
税（
個
人
の
所
得
や
会
社
、

団
体
な
ど
の
収
益
に
対
し
て
か
か

る
税
金
）
…
2
7
、
1
0
4
円

▼
固
定
資
産
税
（
土
地
、
家
屋
、

償
却
資
産
に
対
し
て
か
か
る
税
金
）

…
4
4
、
4
4
8
円

▼
軽
自
動
車
税
（
軽
自
動
車
や
オ

ー
ト
バ
イ
に
対
し
て
か
か
る
税
金
）

…
2
、
2
2
4
円

▼
た
ば
こ
税
（
町
内
で
販
売
さ
れ

て
い
る
た
ば
こ
に
対
し
て
か
か

る
税
金
）
…
4
、
5
5
4
円

▼
入
湯
税
（
温
泉
や
共
同
浴
場
に

対
し
て
か
か
る
税
金
）…
4
2
6
円

（
平
成
17
年
4
月
1
日

人
口
2
2
、
8
0
1
人
で
計
算
）

3
0
2
億
6
5
3
7
万
円
の
ま
ち
づ
く
り

平
成
17
年
度
一
般
会
計
、
特
別
・
企
業
会
計
予
算

合
併
後
初
と
な
る
香
美
町
の
本
格
的
な
平
成
17
年
度
予
算
は
一
般
会
計
、
特
別
・
企
業
会
計
あ
わ
せ
て
3
0
2
億
6
5
3
6
万
円

で
、
前
年
度
予
算
か
ら
7
・
8
％
増
と
な
り
ま
し
た
。（
前
年
度
予
算
は
旧
3
町
と
矢
田
川
流
域
衛
生
一
部
事
務
組
合
の
各
会
計
の
合

計
）し

か
し
、
新
年
度
予
算
に
は
平
成
16
年
度
に
係
る
未
収
金
、
未
払
金
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
差
し
引
い
た
実
質
的
な

予
算
額
は
、
全
体
で
4
・
5
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
　
1
6
3
億
6
0
0
0
万
円

予
算
額
は
1
6
3
億
6
0
0
0
万
円
で
、
前
年
度
の
1
4
4
億
5
4
9
9

万
6
0
0
0
円
に
比
べ
て
、
13
・
2
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
旧
3
町
の
前
年
度
予
算
に
係
る
未
収
金
、
未
払
金
を
除
い
た
純

粋
な
新
町
の
当
初
予
算
額
は
、
1
4
2
億
1
1
6
1
万
6
0
0
0
円
で
前
年

度
に
比
べ
て
、
1
・
7
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
合
併
に
伴
う
特
殊
要
因
な
ど
を
除
い
た
場
合
の
予
算
額
は
1
2
9

億
6
6
1
5
万
5
0
0
0
円
と
な
り
、
平
成
14
年
度
〜
16
年
度
の
平
均
予
算

額
に
比
べ
て
7
・
3
％
減
。
必
要
性
と
緊
急
性
に
絞
っ
た
緊
縮
型
の
予
算
と

な
り
ま
し
た
。

【
歳
　
入
】
後
年
に
備
え
地
方
債
、
繰
入
金
を
抑
制
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合
併
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
緊
急
性
、
必
要
性

の
高
い
事
業
に
絞
っ
た
予
算
編
成
を

し
ま
し
た
。

歳
出
の
中
で
最
も
高
い
比
率
を
占

め
る
の
が
、
借
金
の
返
済
に
当
て
る

公
債
費
で
29
億
8
0
5
3
万
円
で

す
。
前
年
度
比
5
・
5
％
減
で
す

が
、
前
年
度
の
借
り
換
え
を
除
く
実

質
的
な
経
費
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

次
に
高
い
の
は
、
総
務
費
で
27
億

3
3
5
4
万
円（
39
・
7
％
増
）。
最

重
点
課
題
事
業
で
あ
る
庁
舎
建
設
事

業
や
健
康
増
進
施
設
の
設
計
管
理
委

託
料
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
る
た

め
、
大
幅
な
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

最
重
点
課
題
事
業
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
建
設
事
業
を
含
む
民
生
費

が
25
億
2
6
9
9
万
円
（
48
・
0
％

増
）
で
続
き
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
台
風
に
よ
る
災
害

復
旧
費
は
9
億
7
1
0
7
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

一
方
で
、
八
鹿
病
院
組
合
な
ど
へ

の
繰
り
出
し
金
な
ど
の
減
少
で
、
衛

生
費
は
14
億
8
0
8
8
万
円
（
22
・

2
％
減
）
と
大
幅
な
減
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

性
質
別
に
は
、
普
通
建
設
事
業
費

が
18
・
8
％
増
の
23
億
3
8
0
8
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
最
重
点
課

題
事
業
を
除
く
と
、
34
・
9
％
の
大

幅
減
と
と
な
り
ま
し
た
。

人
件
費
も
合
併
に
よ
る
特
別
職
の

減
少
な
ど
に
よ
り
約
8
・
9
％
の
減

少
と
な
り
、
臨
時
職
員
の
削
減
を
含

め
る
と
、
約
3
億
円
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。

【
一
人
の
町
民
に

対
す
る
予
算
額
】

合
計
　
7
1
7
、
5
1
2
円

▼
議
会
費
（
町
議
会
運
営
に
か
か

る
費
用
）
…
4
、
9
0
6
円

▼
総
務
費
（
町
役
場
の
運
営
管
理

な
ど
に
か
か
る
費
用
）…
1
1
9
、

8
8
7
円

▼
民
生
費
（
老
人
福
祉
や
児
童
福

祉
な
ど
の
充
実
に
か
か
る
費
用
）

…
1
1
0
、
8
2
8
円

▼
衛
生
費
（
町
民
の
健
康
管
理
や

ご
み
の
回
収
、
清
掃
な
ど
に
か
か

る
費
用
）
…
6
4
、
9
4
8
円

▼
農
林
水
産
業
費
（
農
林
水
産
業

の
活
性
化
に
か
か
る
費
用
）
…
5

5
、
7
0
4
円

▼
商
工
費
（
商
工
業
、
観
光
の
活

性
化
に
か
か
る
費
用
）
…
2
3
、

6
3
0
円

▼
土
木
費
（
道
路
や
橋
、
町
営
住

宅
な
ど
の
建
設
、
維
持
管
理
に
か

か
る
費
用
）
…
7
9
、
9
4
7
円

▼
消
防
費（
消
防
や
災
害
対
策
に
か

か
る
費
用
）
…
2
5
、
4
5
1
円

▼
教
育
費
（
学
校
教
育
、
社
会
教

育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
か

か
る
費
用
）
…
5
7
、
7
2
3
円

▼
災
害
復
旧
費
（
災
害
復
旧
に
か

か
る
費
用
）
…
4
2
、
5
8
9
円

▼
公
債
費
（
町
が
借
り
入
れ
た
お

金
の
返
済
に
か
か
る
費
用
）
…
1

3
0
、
7
1
9
円

▼
そ
の
ほ
か
…
1
、
1
8
0
円

（
平
成
17
年
4
月
1
日

人
口
2
2
、
8
0
1
人
で
計
算
）

■最重点課題事業
庁舎建設事業／特別養護老人ホーム建

設事業／健康増進施設整備事業
■社会資本整備
中山間地域総合整備事業／農免道路整

備事業／森林基幹林道（三川線）開設負担
金事業／水土保全林整備事業／町道新設
改良事業
■産業振興政策
農業生産組織などの育成・活動強化施

策／経営構造改善事業／有害鳥獣防除施
設推進対策事業／並型魚礁設置事業／観
光振興のための施設などの整備／観光Ｐ
Ｒ・イベント支援など観光施策／「香美
町フェスタ（仮称）」の開催
■香り高く美しいまちづくり運動の展開
香住区「香りの住むまちづくり運動」（香
りの花づくり推進事業、香りの人づくり
推進事業、香りの歴史・文化づくり運
動）／村岡区・小代区で同様のまちづくり
運動の検討
■矢田川桜つつみ街道事業
新町住民の一体感の醸成と新町のシン

ボルとするため、桜の木約700本を植栽
■健康・福祉施策
老人保健福祉計画策定事業／介護予防・
地域支え合い事業／子育て・子育ち支援
センター運営事業／放課後児童健全育成
事業／医療体制検討委員会（仮称）の設
置／若者交流事業
■ふるさとに愛着をもつ青少年の育成
「いきいき学校」応援事業／「いきいき
香美町いきいき教室」事業／土曜いきいき
教室推進事業／社会教育推進モデル地区
事業／みかたＰＴＣＡ推進事業
■行政サービス向上のための取り組み
地域イントラネット基盤施設整備事業／
情報通信システム整備促進事業／電算シ
ステム統合事業
■そのほかの主要施策
地域協議会の設置／行財政改革検討委

員会（仮称）の立ち上げ／若者まちづくり
懇話会の設置

平成17年度の主要な事業
【
歳
　
出
】
緊
急
性
、
必
要
性
の
高
い
事
業
を
優
先
的
に
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国民健康保険事業
（事業勘定）
（直診勘定）
佐津診療施設勘定
兎塚診療施設勘定
川会・原診療施設勘定
小代診療施設勘定
兎塚・川会歯科診療施設勘定

老人保健事業
介護保険事業
（事業勘定）
（サービス事業勘定）
簡易水道事業
下水道事業
財産区
香住海岸土地造成事業
町立地方卸売市場事業
国民宿舎事業
矢田川憩いの村事業
門真市村岡自然ふる里村運営事業
宅地造成事業
公立香住総合病院事業
収益的収支
資本的収支
上水道事業
収益的収支
資本的収支

総額

3,019,688
2,350,615
669,073
78,170
129,649
119,127
236,497
105,630

2,821,553
1,774,561
1,739,241
35,320
421,885

3,293,655
5,621
11,694
8,650
57,120
38,667
107,946
26,541

1,798,345
1,625,369
172,976
519,439
250,714
268,725

13,905,365

国
民
健
康
保
険
事
業特

別
会
計

老
人
保
健
事
業
特
別
会
計

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

下
水
道
事
業
特
別
会
計

財
産
区
特
別
会
計

香
住
海
岸
土
地
造
成
事
業

特
別
会
計

香
住
区
香
住
か
ら
七
日
市
に
か
け

て
の
海
岸
沿
い
を
埋
め
立
て
新
た
な

土
地
を
造
成
す
る
香
住
海
岸
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
事
業
に
関
す
る
会
計
で
す
。

香
美
町
内
に
は
香
住
区
に
口
佐
津
、

長
井
、
余
部
の
3
財
産
区
が
あ
り
ま

す
が
、
口
佐
津
、
長
井
財
産
区
は
特

別
会
計
で
事
業
を
執
行
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
、

下
水
道
施
設（
浄
化
セ
ン
タ
ー
、
下

水
道
管
）の
整
備
工
事
や
各
浄
化
セ

ン
タ
ー
の
維
持
管
理
な
ど
が
主
な

事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

上
水
道
事
業
企
業
会
計
が
供
給
す

る
地
域
以
外
の
水
道
は
、
簡
易
水
道

と
な
っ
て
い
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
、

簡
易
水
道
を
利
用
し
て
い
る
地
域
の

施
設
整
備
や
維
持
管
理
な
ど
、
生
活

に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
水
を
、

安
全
に
、
そ
し
て
安
定
し
て
供
給
す

る
た
め
の
会
計
で
す
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
は
、

納
め
ら
れ
た
介
護
保
険
料
を
も
と

に
、
介
護
が
必
要
か
ど
う
か
の
認

定
を
行
っ
た
り
、
実
際
に
介
護
が

必
要
に
な
っ
た
人
へ
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
事
業
を

行
う
会
計
で
す
。

老
人
医
療
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

老
人
保
健
事
業
会
計
か
ら
老
人
医

療
費
の
給
付
を
行
う
ほ
か
、
高
齢

者
の
予
防
医
療
や
健
康
の
増
進
活

動
な
ど
、
老
人
の
保
健
活
動
全
般

を
担
う
会
計
で
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

は
、
事
業
勘
定
と
直
診
勘
定
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。

事
業
勘
定
で
は
、
国
民
健
康
保

険
の
対
象
者
へ
の
医
療
給
付
を
は

じ
め
と
す
る
事
業
を
行
い
ま
す
。

直
診
勘
定
は
、
町
内
に
あ
る
町

営
の
7
つ
の
診
療
所
の
管
理
運
営

に
関
す
る
会
計
で
、
地
域
医
療
の

一
翼
を
担
う
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

2,528,185
2,017,444
510,741
96,800
67,300
65,200
198,041
83,400

2,821,072
1,507,641
1,475,267
32,374
510,674

3,276,090
5,622
13,044
11,864
55,000
38,500
99,000
19,900

2,139,063
1,976,041
163,022
605,305
271,429
333,876

13,630,960

19.4％
16.5％
31.0％

－19.2％
92.6％
82.7％
19.4％
26.7％
0.0％
17.7％
17.9％
9.1％

－17.4％
0.5％
0.0％

－10.3％
－27.1％
3.9％
0.4％
9.0％
33.4％

－15.9％
－17.7％
6.1％

－14.2％
－7.6％
－19.5％

2.0％

特
別
会
計
、
企
業
会
計
1
3
9
億
5
3
7
万
円

地
方
公
共
団
体
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
、
一
般
会
計
と
経
理
を
別
に
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
、
特
別
会

計
を
設
け
て
い
ま
す
。

合
併
に
よ
り
、
香
美
町
は
12
の
特
別
会
計
と
公
立
香
住
総
合
病
院
事
業
、
上
水
道
事
業
の
2
つ
の
企
業
会
計
を
持

つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
総
額
は
1
3
9
億
5
3
7
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
2
・
0
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

旧
町
の
未
収
金
、
未
払
金
を
除
い
た
実
質
的
な
予
算
は
7
・
4
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

17年度予算（千円）16年度予算（千円） 対前年比特別会計、企業会計の名称

特
別
会
計
、
企
業
会
計

の
主
な
内
容
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香
住
区
の
香
住
地
区
、
柴
山
地

区
は
、
上
水
道
に
よ
り
生
活
用
水

を
供
給
し
て
い
ま
す
。

前
記
の
2
地
区
に
安
全
で
お
い

し
い
水
を
供
給
す
る
た
め
の
、
施

設
の
維
持
管
理
、
水
道
管
の
整
備
、

修
繕
な
ど
を
行
う
会
計
で
す
。

町
立
地
方
卸
売
市
場
事
業

特
別
会
計

国
民
宿
舎
事
業
特
別
会
計

矢
田
川
憩
い
の
村
事
業

特
別
会
計

門
真
市
村
岡
自
然
ふ
る
里
村

運
営
事
業
特
別
会
計

宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計

公
立
香
住
総
合
病
院
事
業

企
業
会
計

上
水
道
事
業
企
業
会
計

内
科
、
外
科
・
胃
腸
科
、
眼
科
、

整
形
外
科
、
産
婦
人
科
、
眼
科
、
小

児
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
泌
尿
器
科
を

備
え
た
公
立
香
住
総
合
病
院
の
事
業

経
営
に
関
す
る
会
計
で
す
。

村
岡
区
の
第
2
次
（
高
井
）
分
譲

旧
村
岡
町
と
姉
妹
都
市
だ
っ
た

大
阪
府
門
真
市
と
の
交
流
拠
点
で

あ
り
、
宿
泊
施
設
で
も
あ
る
村
岡

区
和
池
の
ロ
ッ
ジ
か
ど
ま
。

門
真
市
村
岡
自
然
ふ
る
里
村
運

営
事
業
特
別
会
計
は
、
こ
の
ロ
ッ

ジ
か
ど
ま
の
維
持
管
理
、
運
営
に

関
す
る
会
計
で
す
。

平
成
12
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
香

住
区
三
谷
の
か
す
み
・
矢
田
温
泉

に
関
す
る
会
計
で
す
。

管
理
運
営
は
第
3
セ
ク
タ
ー
、

矢
田
川
開
発
株
式
会
社
が
行
っ
て

い
ま
す
。

香
住
区
境
に
あ
る
国
民
宿
舎「
フ

ァ
ミ
リ
ー
イ
ン
今
子
浦
」に
関
す
る

会
計
で
す
。

管
理
運
営
は
第
3
セ
ク
タ
ー
、

香
住
観
光
公
社
が
行
っ
て
い
ま
す
。

香
住
区
境
の
香
住
漁
港
東
港
に

あ
る
町
立
地
方
卸
売
市
場
の
維
持

管
理
に
か
か
る
会
計
で
す
。

公立香住総合病院

「美しい山・川・海　人が躍動する
交流と共生のまち」にふさわしいデザイン

香
美
町
の
町
章
の
デ
ザ
イ
ン
案
は
、

合
併
前
の
2
月
15
日
か
ら
3
月
18
日

に
か
け
て
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

最
終
的
な
応
募
作
品
は
、
1
、
2

7
7
点
（
9
9
4
人
）。
応
募
者
の
最

年
長
は
90
歳
、
最
年
少
は
7
歳
で
し

た
。
ま
た
、
公
募
情
報
を
取
り
扱
う

雑
誌
に
掲
載
し
た
こ
と
も
あ
り
、
北

海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
各
地
か
ら

作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
香
美

町
内
か
ら
の
応
募
は
5
8
8
点
（
4

7
5
人
）
で
し
た
。（
香
住
区
2
9
5

点
、
村
岡
区
2
3
2
点
、
小
代
区
61

点
）4

月
23
日
に
は
町
内
に
在
住
、
在

勤
の
有
識
者
9
人
で
構
成
す
る
香
美

町
町
章
選
定
委
員
会
（
西
内
一
博
委

員
長
）
を
設
置
し
、
作
品
の
絞
り
込

み
を
行
い
ま
し
た
。

委
員
会
は
最
終
候
補
の
3
点
か
ら

神
田
清
明
さ
ん
（
香
美
町
香
住
区
無

南
垣
）
の
作
品
を
選
出
し
町
長
に
報

告
、
町
長
は
類
似
作
品
の
有
無
な
ど

を
確
認
の
う
え
、
最
終
的
に
神
田
さ

ん
の
作
品
を
町
章
と
し
て
決
定
し
ま

し
た
。

今
回
決
定
し
た
町
章
は
、
7
月
17

日
に
開
催
さ
れ
る
香
美
町
誕
生
記
念

式
典
で
お
披
露
目
し
、
神
田
さ
ん
に

最
優
秀
賞
を
お
贈
り
し
ま
す
。
ま
た
、

最
終
候
補
に
残
っ
た
作
品
の
作
者
で

あ
る
栗
山
照
州
さ
ん
（
福
岡
県
福
岡

市
）、
井
口
や
す
ひ
さ
さ
ん
（
東
京
都

文
京
区
）
に
は
優
秀
賞
を
お
贈
り
し

ま
す
。

地元・神田さんの作品
全
国
各
地
か
ら

1
、
2
7
7
点
の
応
募

町
章
選
定
委
員
会
で
選
考

お
披
露
目
は

香
美
町
誕
生
記
念
式
典
で

香美町の町章をデザインする
にあたって、重要な要素・キー
ワードをどう融合させて大胆か
つシンプルに表現しようか、3町
の風景を思い浮かべながらラフ
スケッチを何枚も書きました。
この町章が香美町の言わば

“家紋”として使っていただける
ということ、また、新町誕生に
際し香美町住民の一人としてお
役に立てたこと、大変光栄に感
じています。

最優秀賞の
神田清明さん

宅
地
造
成
事
業
に
よ
り
、
光
陽
区

の
南
側
に
20
区
画
の
宅
地
を
造
成

し
、
分
譲
を
行
っ
て
い
ま
す
。

旧
町
か
ら
引
き
続
き
、
残
り
区

画
の
分
譲
を
進
め
ま
て
い
す
。
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健
康
と
交
流
の
場
を
目
指
し
て

小
代
区
の
健
康
増
進
施
設
整
備
事
業
で

は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
健
康

づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
に
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
場
や
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
を
建

設
し
て
、
高
齢
者
が
気
軽
に
集
え
る
場
所

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

現
在
の
構
想
で
は
温
泉
保
養
館
お
じ
ろ

ん
の
周
辺
を
整
備
し
て
事
業
を
進
め
る
予

定
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
か
ら
老
人
ま
で
楽
し
む

こ
と
が
で
き
、
都
市
の
愛
好
者
が
大
会
を

開
く
こ
と
も
で
き
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
を
整
備
し
て
、
健
康
づ
く
り
だ
け
で
な

く
、
世
代
や
地
域
を
超
え
た
交
流
が
行
え

る
場
を
作
り
出
せ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

合
併
後
の
各
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
し
て
、
香
美
町
で
は
最
重
点
課

題
事
業
を
挙
げ
て
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

5
月
号
で
は
各
区
の
最
重
点
課
題
事
業
の
概
要
と
香
住
区
の
最
重
点
課
題
事

業
で
あ
る
庁
舎
建
設
事
業
（
新
町
本
庁
舎
建
設
事
業
）
を
、
6
月
号
で
は
村
岡
区

の
高
齢
者
福
祉
施
設
整
備
事
業
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
事
業
）
を
紹
介
し

ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
小
代
区
で
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
健
康
増
進
施
設
整
備
事

す
で
に
平
成
16
年
度
か
ら
中
山
間
地

域
総
合
整
備
事
業
で
進
め
て
い
る
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
北
側
に
、
新
し
く

セ
パ
レ
ー
ト
コ
ー
ス
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
場
（
8
ホ
ー
ル
を
2
コ
ー
ス
）
を

整
備
し
ま
す
。

健
康
増
進
施
設
整
備
事
業
の
う
ち
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
整
備
は
、
本

年
度
か
ら
平
成
19
年
度
の
3
カ
年
で
整

備
を
行
う
予
定
で
す
。

本
年
度
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の

整
備
に
向
け
て
、
測
量
・
設
計
費
業
務

を
実
施
す
る
た
め
、
約
1
0
0
0
万
円

を
予
算
計
上
し
ま
し
た
。

本
年
度
中
に
は
測
量
設
計
業
務
を
終

え
、
19
年
度
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

本
年
度
は

測
量
設
計
費
を
予
算
計
上

健康増進施設整備事業が進められている
小代区大谷の整備イメージ図

温泉保養館
おじろん

ゴンドラ
ステーション

香
美
町
の
最
重
点
課
題
事
業

健
康
増
進
施
設
整
備
事
業

（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
、
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
）

健康増進
センター

グラウンド
ゴルフコース
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早
や
7
月
、
新
生
「
香
美
町
」
が

発
足
し
て
3
カ
月
が
た
ち
ま
し
た
。

暫
定
予
算
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

町
政
も
、
6
月
30
日
の
町
議
会
で
、

本
年
度
1
年
間
の
本
予
算
を
議
決
い

た
だ
き
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
香
美

町
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
を
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
　
美
し
い
山
・
川
・
海

人
が
躍
動
す
る
　
交
流
と
共
生
の
ま

ち

を
目
標
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
、
総
力
を
あ
げ
て
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

そ
の
手
始
め
と
し
て
、
こ
の
秋
に
、

町
内
を
南
北
に
流
れ
る
矢
田
川
を
は

じ
め
主
な
川
沿
い
に
、
多
く
の
町
民

の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
、
約
7

0
0
本
の
桜
の
木
を
植
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
と
海
と
の
豊
か
な
自
然
に
囲
ま

れ
た
香
美
町
、
そ
の
間
を
流
れ
る
川

沿
い
に
新
た
に
桜
並
木
を
作
り
上
げ
、

町
名
の
と
お
り
“
香
り
高
く
美
し
い

ま
ち
”
香
美
町
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト

を
き
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

香
美
町
長

香
り
高
く
美
し
い
ま
ち

香
美
町

●
募
集
人
数

地
域
協
議
会
は
、
地
域
自
治
区
ご
と
に
15

人
以
内
の
委
員
で
構
成
し
ま
す
。
そ
の
中
で
、

公
募
に
よ
る
委
員
と
し
て
地
域
自
治
区
ご
と

に
3
人
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
人
員
を
超
え

た
場
合
は
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

●
応
募
資
格

香
美
町
の
該
当
区
域
に
住
所
を
有
す
る
人

（
年
齢
は
18
歳
以
上
）
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
参

加
し
た
い
と
い
う
意
志
の
あ
る
人

●
応
募
締
切
　
7
月
20
日
（
水
）

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

役
場
総
務
部
企
画
課
か
各
地
域
局
地
域
振
興

課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
報
酬

会
議
な
ど
に
出
席
し
た
際
の
委
員
報
酬
、

費
用
弁
償
は
、
町
条
例
に
基
づ
い
て
お
支
払

い
し
ま
す
。

●
活
動
期
間

・
任
期
は
2
年
間

・
会
議
は
必
要
に
応
じ
て
開
催
し
ま
す
。

・
会
議
は
原
則
と
し
て
公
開
と
し
ま
す
。

・
委
員
の
活
動
に
必
要
な
町
政
情
報
な
ど
は
、

香
美
町
役
場
と
各
地
域
局
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

役
場
総
務
部
企
画
課

�
0
7
9
6
・
36
・
1
1
1
1

村
岡
地
域
局
地
域
振
興
課
　

�
0
7
9
6
・
94
・
0
3
2
1

小
代
地
域
局
地
域
振
興
課
　

�
0
7
9
6
・
97
・
3
1
1
1

ま
ち
づ
く
り
に
あ
な
た
の
ご
意
見
を

地
域
協
議
会
委
員
を
募
集

地
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
多
様
な
意
見
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
合
併
前
の

各
旧
町
の
区
域
ご
と
に
設
置
し
た
「
地
域
自
治
区
」
に
「
地
域
協
議
会
」
を
置
き
ま

す
。地

域
協
議
会
の
委
員
と
し
て
、
委
員
を
公
募
し
ま
す
の
で
、
進
ん
で
応
募
し
て
い

7月1日付けで人
権擁護委員に長智
子さん（香住区一日
市）が委嘱されました。
人権擁護委員は、国民の基本的人
権が侵されることのないよう監視や
救済を行い、自由人権思想の普及高
揚に努めるもので、法務大臣が委嘱
します。
7月11日、役場で委嘱状交付式

が行われ、長さんへ委嘱状が手渡さ
れました。
また、長年人権擁護委員として本
町の人権擁護活動に尽力され、6月
30日をもって退任された綿本幸一
さん（香住区訓谷）に、法務大臣か
らの感謝状が贈られました。

新しい
人権擁護委員に
長　智子さん

強
風
に
よ
る
運
休
を
解
消
す
る
た
め
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
橋
へ
架
け
替
え
ら
れ
る
ま
で
の

間
、「
さ
よ
う
な
ら
余
部
鉄
橋
、
あ
り
が
と

う
余
部
鉄
橋
」
を
合
言
葉
に
、
町
で
は
「
余

部
鉄
橋
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
」
を
展
開
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
夏
は
、
8
月
6
日（
土
）、
午

後
5
時
ご
ろ
か
ら
、
鉄
橋
の
真
下
で
、
お
子

さ
ん
か
ら
大
人
の
方
ま
で
み
ん
な
が
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

○
×
ク
イ
ズ
大
会
や
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、

夜
店
も
出
ま
す
。

夕
涼
み
が
て
ら
、
ご
家
族
お
揃
い
で
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

余
部
鉄
橋
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
実
行
委
員
会

（
役
場
総
務
部
企
画
課
内
）

�
0
7
9
6
・
36
・
1
1
1
1

余
部
鉄
橋
メ
モ
リ
ア
ル

〜
夏
の
イ
ベ
ン
ト
〜
開
催

前委員の綿本さん（右）へ感謝状を贈呈

ここ
んん
にに
ちち
はは
　　
町町
長長
でで
すす

“

”

余部鉄橋を走り抜ける列車
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公
立
香
住
総
合
病
院
（
香
住
区
）

と
村
瀬
医
院
（
村
岡
区
）
で
人
間

ド
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。

病
気
の
早
期
発
見
、
健
康
管
理

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
年
度
町
ぐ
る
み
健
診

な
ど
ほ
か
の
健
診
を
受
診
さ
れ
た

方
は
今
回
は
対
象
外
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■
検
診
項
目

○
基
本
健
康
診
査
…
身
体
計
測
・

血
圧
測
定
・
血
液
検
査
・
尿
検

査
・
心
電
図
・
診
察

○
胃
部
検
診
…
胃
カ
メ
ラ
・
腹
部

エ
コ
ー

○
大
腸
検
診
…
便
潜
血
反
応
2
日
法

○
胸
部
検
診
…
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線

○
骨
量
測
定

■
検
査
料
金
　
1
5
、0
0
0
円

■
実
施
期
間

○
公
立
香
住
総
合
病
院

…
平
成
17
年
9
月
末
ま
で

○
村
瀬
医
院

…
平
成
18
年
3
月
末
ま
で

■
申
し
込
み
方
法

受
診
を
希
望
さ
れ
る
医
療
機
関

へ
、
電
話
か
直
接
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

○
公
立
香
住
総
合
病
院

�
0
7
9
6
・
36
・
1
1
6
6

○
村
瀬
医
院

�
0
7
9
6
・
94
・
0
0
0
3

■
問
い
合
わ
せ
先

役
場
健
康
福
祉
部
健
康
課

�
0
7
9
6
・
36
・
1
1
1
1

人
間
ド
ッ
ク
の
お
知
ら
せ

第8回村岡ダブルフル
ウルトラランニング

香
美
町
で
は
第
1
回
目
（
旧
村

岡
町
か
ら
で
は
13
回
目
）
と
な
る

ジ
ャ
ン
ボ
ひ
ま
わ
り
コ
ン
ク
ー
ル

を
実
施
し
ま
す
。

昨
年
の
ジ
ャ
ン
ボ
ひ
ま
わ
り
大

賞
は
、
伊
澤
伊
佐
雄
さ
ん
（
村
岡

区
村
岡
）の
育
て
た
5
ｍ
35
㎝
（
写

真
）。
フ
ァ
イ
ブ
ひ
ま
わ
り
大
賞

は
、
同
じ
く
伊
澤
さ
ん
の
24
ｍ
75

㎝
。
多
輪
ひ
ま
わ
り
大
賞
は
、
川

本
美
代
子
さ
ん（
村
岡
区
和
田
）の

1
6
2
輪
で
し
た
。

【
対
象
】

町
民
が
育
て
た
町
内
の

ジ
ャ
ン
ボ
ひ
ま
わ
り

【
部
門
】

・
ジ
ャ
ン
ボ
ひ
ま
わ
り
大
賞

（
１
本
の
高
さ
）

・
フ
ァ
イ
ブ
ひ
ま
わ
り
大
賞

（
５
本
の
高
さ
の
合
計
）

・
多
輪
ひ
ま
わ
り
大
賞

（
１
本
の
花
の
数
）

・
特
別
賞
（
道
端
な
ど
で
の
目
立

っ
た
活
動
な
ど
）

【
応
募
期
限
】

7
月
29
日（
金
）

【
応
募
方
法
】

○
電
話
　
村
岡
地
域
局
健
康
福
祉

課
（
�
0
7
9
6
・
94
・
0
3
2

第
1
回
香
美
町
ジ
ャ
ン
ボ
ひ
ま
わ
り
コ
ン
ク
ー
ル

応
募
受
付
中
!!

ランナー、
ボランティアスタッフ

大募集

村岡区内の美しい景観を活かした100
キロメートル、88キロメートル、44キ
ロメートルのマラソンコースを通じて、
さまざまな地域の人々との交流促進、さ
らに村岡を広く全国にＰＲしようと、平
成10年から開催している「村岡ダブル
フルウルトラランニング」。
今年は、9月25日（日）に開催します。

★町民の力を結集・手作りの大会に
大会実行委員会では町民みんなで大会
を作り上げたいと思っています。
①選手受付、②エイドステーション、

③ポイントごとの計時・計測、④ゴール
の出迎えなど大会の運営に協力していた
だけるボランティアスタッフを募集して
います。
一人ひとりの力が大会を作ります。

★自己の限界に挑んでみませんか？
村岡ダブルフルウルトラランニングに
挑戦するランナーを募集しています。
参加費用は、100キロメートルコー

ス＝14,000円、88キロメートルコー
ス＝12,000円、44キロメートルコー
ス＝8,000円（記念品代、傷害保険代、
競技中・歓迎祭の飲食代を含みます）。
申込期限は8月23日（火）です。
町民の皆さんから一人でも多くの出場
をお待ちしています。
町民みんなで応援します。

ボランティア参加・出場申し込みは、
村岡ダブルフルウルトラランニング大会
事務局（�0796・94・0298）まで。

声援を受けコースを走り抜けるランナー

1
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
郵
便
　
官
製
は
が
き
に
①
住
所

②
氏
名
③
電
話
番
号
④
応
募
部
門

⑤
栽
培
地
を
明
記
し
て
、
村
岡
地

地
域
局
健
康
福
祉
課
（
〒
6
6
7

ー
1
3
9
2

香
美
町
村
岡
区
村

岡
3
9
0
ー
1
）
に
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

※
計
測
は
8
月
初
旬
の
予
定
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町
内
の
庭
先
や
沿
道
で
花
壇
や

プ
ラ
ン
タ
ー
を
多
く
見
か
け
ら
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
が
育
て
ら
れ
た
ご

自
慢
の
花
を
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
応
募
対
象

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
緑
化
部
門

自
治
会
、
老
人
会
、
婦
人
会
、

商
工
会
な
ど
地
域
で
育
て
て
い
る

花
壇
、
道
路
沿
い
の
花
壇
、
ミ
ニ

公
園
の
花
や
緑

○
家
庭
緑
化
部
門

家
庭
内
の
手
作
り
花
壇
や
プ
ラ

ン
タ
ー
、
窓
辺
の
花
な
ど

○
学
園
緑
化
部
門

保
育
所
、
幼
稚
園
や
小
中
学
校

な
ど
で
、
情
操
教
育
の
一
環
と
し

て
育
て
ら
れ
て
い
る
花
や
緑

○
職
域
緑
化
部
門

事
業
所
や
駅
、
病
院
、
市
町
庁

舎
な
ど
の
職
場
で
、
地
域
と
の
融

和
を
図
り
な
が
ら
育
て
ら
れ
て
い

る
花
や
緑

■
応
募
方
法

応
募
用
紙
に
花
の
カ
ラ
ー
写
真

を
添
え
、
9
月
30
日
ま
で
に
役
場

健
康
福
祉
部
町
民
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

役
場
健
康
福
祉
部
町
民
課

�
0
7
9
6-

36-

1
1
1
1

村
岡
地
域
局
健
康
福
祉
課

�
0
7
9
6-

36-

0
3
2
1

小
代
地
域
局
健
康
福
祉
課

�
0
7
9
6-

97-

3
1
1
1

第
23
回
ひ
ょ
う
ご
花
と
緑
の
コ
ン
ク
ー
ル

出
展
作
品
募
集

【
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機

購
入
補
助
】

■
対
象
者

町
内
に
居
住
し
、
処
理
機
を
町

内
で
使
用
さ
れ
る
人
で
、
町
税
な

ど
の
滞
納
が
な
い
世
帯

■
対
象
機
器

電
気
式
で
、
生
ご
み
を
微
生
物

で
分
解
し
堆
肥
化
な
ど
を
行
う
処

理
機
か
加
熱
・
乾
燥
し
生
ご
み
を

減
量
化
す
る
処
理
機

■
補
助
金
額

購
入
金
額
の
2
分
の
1
以
内

（
上
限
3
0
、
0
0
0
円
）

■
申
請
方
法

購
入
前
に
見
積
書
を
添
付
し
て

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
ほ
か

・
旧
町
で
す
で
に
補
助
を
受
け
た

世
帯
は
対
象
外
で
す
。

・
１
世
帯
に
つ
き
補
助
は
１
台
限

り
で
す
。

・
予
定
台
数
に
達
し
た
時
点
で
補

助
は
終
了
し
ま
す
。

【
資
源
ご
み
集
団
回
収
運
動

奨
励
金
】

■
対
象
団
体

資
源
ご
み
の
集
団
回
収
を
自
ら

実
施
す
る
団
体
（
婦
人
会
、
老
人

会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
ど
も
会
な
ど
）

■
対
象
品
目

紙
類（
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
新

聞
紙
・
紙
パ
ッ
ク
）、
布
類
、
び
ん

類
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
（
ア
ル
ミ
缶
）

■
奨
励
金
の
額

1
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き（
び
ん
類

は
１
本
に
つ
き
）
3
円

■
申
請
方
法

・
事
前
に
団
体
登
録
申
込
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
回
収
業
者
の
引
取
り
数
量
証
明

を
添
付
し
て
、
半
期
ご
と
に（
9
月

ま
で
の
実
施
分
は
10
月
末
ま
で
、

10
月
か
ら
3
月
ま
で
の
実
施
分
は

３
月
末
ま
で
）
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

役
場
健
康
福
祉
部
町
民
課

�
0
7
9
6-

36-

1
1
1
1

村
岡
地
域
局
健
康
福
祉
課

�
0
7
9
6-

36-

0
3
2
1

小
代
地
域
局
健
康
福
祉
課

�
0
7
9
6-

97-

3
1
1
1

ご
み
の
減
量
化
に
対
し
て
助
成
金
を
交
付

昨
年
、
家
庭
緑
化
部
門
で
入
賞
さ
れ

た
義
本
利
道
さ
ん
宅
（
香
住
区
上
岡
）

京阪神など都市部の独身女性と楽しく
交流できる「来て見て恋して村岡」も今
回で10回目。現在、このイベントに参加
する独身男性を募集しています。
■とき　9月3日（土）～4日（日）〔1泊2日〕
■ところ　柤大池公園
■募集対象
結婚を真剣に考えている、町内在住の

独身男性（おおむね25才以上）
■募集定員
20人（応募者多数の場合は抽選）
■応募締切　7月29日（金）
■参加費用
7,000円（宿泊費・食事代含む）
■問い合わせ（申し込み）先
「来て見て恋して村岡」実行委員会
事務局（村岡地域局地域振興課内）

�0796・94・0321
�090・9621・5834（直通電話）

第10回
来て見て恋して村岡
～独身男性参加者大募集～

若者
都市と農村
交流促進事業

美美美美ししししいいいい自自自自然然然然のののの中中中中でででで素素素素敵敵敵敵なななな出出出出会会会会いいいい

先月号でお知らせした「第3回青年交流
会ｉｎ香住」の参加者に若干の余裕があり
ます。男性女性とも概ね25歳以上の方。
ぜひご参加ください。
応募締め切りは8月5日（金）。
参加希望の方は、同実行委員会事務局

（役場総務部企画課内）まで
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Town News
まちの話題

働
く
喜
び
を
実
感

ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク

色々な人たちとの出会いが生徒たちを
一回り大きくしました

町
内
6
中
学
校
の
2
年
生
2
4
5

人
が
、
地
域
の
職
場
や
施
設
な
ど

（
1
1
8
事
業
所
）
で
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
「
ト
ラ
イ
や

る
・
ウ
ィ
ー
ク
」
を
6
月
6
日
か
ら

10
日
に
か
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」
で

は
、
生
徒
た
ち
が
普
段
学
校
で
は
で

き
な
い
こ
と
や
体
験
し
て
み
た
い
こ

と
を
納
得
す
る
ま
で
体
験
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
兵
庫
県
下
す
べ
て
の
公
立

中
学
校
の
2
年
生
を
対
象
に
実
施
し

て
い
て
、
今
年
度
で
8
回
目
。

期
間
中
、
生
徒
た
ち
は
自
宅
か
ら

直
接
職
場
や
施
設
な
ど
へ
通
い
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
自
分
自
身

の
主
体
性
を
尊
重
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
や
体
験
を
通
じ
、
生
徒
た
ち
自

身
が
地
域
に
学
び
、
と
も
に
生
き
る

心
・
感
謝
す
る
心
を
育
み
な
が
ら
自

律
性
を
高
め
る
こ
と
、
そ
し
て
“
生

き
る
力
”
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
こ

の
事
業
の
目
的
で
す
。

現
実
社
会
の
厳
し
い
面
や
仕
事
の

や
り
が
い
な
ど
を
肌
で
感
じ
な
が
ら

充
実
し
た
5
日
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

日
程
を
無
事
に
終
え
た
生
徒
た
ち
の

表
情
は
、
自
信
に
満
ち
溢
れ
キ
ラ
キ

ラ
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。

●
お
詫
び
と
訂
正

5
月
下
旬
に
全
戸
配
付
し
た
ト
ラ
イ
や

る
・
ウ
ィ
ー
ク
の
案
内
の
中
で
、
香
住
町

漁
業
協
同
組
合
を
香
美
町
漁
業
協
同
組
合

と
、
和
牛
生
産
を
酪
農
と
誤
記
し
て
い
ま

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

6
月
19
日
、

香
住
区
下
浜
の

三
田
浜
海
水
浴

場
で
、
香
住
区

の
ま
ち
づ
く
り

グ
ル
ー
プ
、
ふ

る
さ
と
香
住
塾

（
吉
川
邦
夫
塾

長
）
と
小
代
区

秋
岡
地
区
（
本

城
繁
信
区
長
）

の
地
曳
網
体
験

交
流
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
香
住
塾
は
、
合
併
前
か
ら
秋
岡
地

区
で
植
樹
事
業
を
行
っ
て
い
て
、
植
樹
の
際
、
同

地
区
と
の
交
流
会
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、「
ぜ

ひ
香
住
の
海
の
魅
力
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

2
年
前
か
ら
地
曳
網
体
験
交
流
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

当
日
は
香
住
塾
の
塾
生
と
秋
岡
地
区
の
区
民

約
1
0
0
人
が
参
加
。「
よ

い
し
ょ
、
よ
い
し
ょ
」
と

か
け
声
を
か
け
な
が
ら
網

を
砂
浜
に
引
き
上
げ
る
と
、

ス
ズ
キ
や
ア
ジ
、
ア
オ
リ

イ
カ
な
ど
、
約
50
匹
が
入

っ
て
い
ま
し
た
。

あ
が
っ
た
ば
か
り
の
食

材
を
早
速
調
理
、
新
鮮
な

刺
身
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に

舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

広
が
る
交
流
の
輪

地
曳
網
体
験
交
流
会

網にかかった魚やイカは
参加者全員でいただきました

みんなで一生懸命網を引きました
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第
13
回
み
か
た
残
酷
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大

会
が
、
6
月
12
日
に
小
代
区
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
も
県
内
は
も
と
よ
り
、
九
州
・
四

国
・
東
京
方
面
な
ど
遠
方
か
ら
の
参
加
が

あ
り
、
8
7
9
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
7
5
0

名
を
超
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
町

民
の
声
援
に
支
え
ら
れ
、
厳
し
い
日
差
し

の
中
、
標
高
差
4
1
0
メ
ー
ト
ル
の
過
酷

な
レ
ー
ス
に
挑
み
ま
し
た
。

み
か
た
残
酷
マ
ラ
ソ
ン
は
、
山
に
囲
ま

れ
た
小
代
区
の
地
形
を
活
か
し
て
平
成
5

年
に
始
め
ら
れ
た
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
す
。

標
高
差
の
激
し

い
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン

に
加
え
、
今
年
か

ら
コ
ー
ス
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
、

延
々
と
う
ね
り
が

続
く
区
内
周
回
コ

マ
ラ
ソ
ン
で
交
流
と
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を

第
13
回
み
か
た
残
酷
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会

6
月
26
日
、
東
京

の
劇
団
「
民
話
芸
術

座
」
を
招
き
、
村
岡

区
兎
塚
中
学
校
体
育

館
で
演
劇
教
室
が
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
生
徒
た

ち
に
生
の
演
劇
に
ふ

れ
て
も
ら
う
こ
と
、

11
月
の
文
化
祭
で
生

徒
た
ち
が
発
表
す
る

劇
の
参
考
に
す
る
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
年

で
3
回
目
と
な
り
ま
す
。

当
日
は
、
生
徒
の
ほ
か
に
、
地
域
の
住
民

の
皆
さ
ん
な
ど
約
1
5
0
人
が
観
覧
し
ま
し

た
。
上
演
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
「
演
劇
教
室
」

で
は
、
3
年
生
の
生
徒
5
人
が
舞
台
上
で
劇

団
員
か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
発
声
方
法
な

ど
を
練
習
。
そ
の
後
、
生
徒
た
ち
は
演
劇
の

予
告
編
と
し
て
朗
読
劇
を
行
い
ま
し
た
。

芝
居
「
火
の
鳥
」
で
は
、
生
徒
を
代
表
し
て

3
年
生
の
大
林
令
佳

は
る
か

さ
ん
が
特
別
出
演
し
、

主
人
公
の
娘
・
ヤ
ヤ
を
熱
演
。
劇
団
員
に
負

け
な
い
く
ら
い
の
存
在
感
で
演
じ
て
い
た
大

林
さ
ん
に
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
贈

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
大
林
さ
ん
は「
緊
張
し
て

何
度
も
泣
き
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
普
段
着

る
こ
と
の
で
き
な
い
衣
装
が
着
ら
れ
た
こ
と

や
、
劇
団
員
の
皆
さ
ん
の
温
か
く
細
や
か
な

心
遣
い
が
と
て
も
思
い
出
に
残
り
ま
し
た
」と

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

目
指
す
は
未
来
の
舞
台
役
者

兎
塚
中
学
校
「
演
劇
教
室
」

『火の鳥』の一場面（左端が大林さん）

沿道の声援がランナーを元気づけます

激しい標高差に悪戦苦闘

号砲一発！一斉にスタートするランナー

ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ー
ス
の
残
酷
さ
が
増
し
た
一
方
で
、

給
水
所
の
増
設
な
ど
に
よ
る
ス
タ
ッ
フ
の

増
員
で
、
さ
ら
に
町
民
と
ラ
ン
ナ
ー
の
交

流
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
レ
ー
ス
後
に
は
、

「
コ
ー
ス
は
ハ
ー
ド
だ
け
れ
ど
、
地
元
の

皆
さ
ん
の
応
援
が
と
て
も
温
か
い
、
気
持

ち
の
こ
も
っ
た
大
会
」
と
た
く
さ
ん
の
ラ

ン
ナ
ー
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

香
美
町
で
は
、
香
住
区
の
潮
風
マ
ラ
ソ

ン
、
村
岡
区
の
ダ
ブ
ル
フ
ル
ウ
ル
ト
ラ
ラ

ン
ニ
ン
グ
、
小
代
区
で
は
残
酷
マ
ラ
ソ
ン

と
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
活
か
し
た
マ
ラ
ソ

ン
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
年
に
一
度
ラ
ン
ナ
ー
と
ス
タ
ッ
フ
が

集
い
、
町
民
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
す

る
こ
と
で
、
交
流
が
生
ま
れ
、
共
生
の
気

持
ち
が
育
ま
れ
ま
す
。
来
年
も
、
き
っ
と

こ
の
大
会
に
参
加
し
よ
う
と
思
え
る
大
会

づ
く
り
に
今
後
も
努
め
ま
す
。
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香美町役場本庁舎　　　　　　36・1111
〃　　　南庁舎　　　　　　39・2053
〃　　　村岡地域局　　　　94・0321
〃　　　小代地域局　　　　97・3111
香美町教育委員会　　　　　　94・0101

〃　　　　香住分室　　36・3764
〃　　　　小代分室　　97・3966

公立香住総合病院　　　　　　36・1166
公立村岡病院　　　　　　　　94・0111
香住地域福祉センター　　　　36・4345
香住老人福祉センター　　　　36・5008
村岡老人福祉センター　　　　98・1000
小代高齢者生活支援センター　97・2202

（全ての施設の市外局番：0796）

◆
主
な
連
絡
先
◆

�西本設備
〃

�N・S・K
〃

寺崎塗装店
清水工業�
〃

�秀和工建
�香住町観光公社
�山本モータース
香住自動車�
日本調剤�
�にしとも食品
�蔵平水産
平和焼肉

社会福祉法人香寿会
〃

�三七十
〃

マルヨ食品�
〃

�駒徳商店
�ヤマヨシ
エイワ電器�
美岡工業�
〃

村瀬医院
�入江産業
�コメリ
〃

�ニッコクトラスト

電気工事
配管工

電気工事管理者・技術者
建設コンサルタント
建築塗装職人（見習可）
水質管理

水処理管理スタッフ
1・2級土木施工管理技士
接客係

自動車・保険営業
営業（見習可）
薬剤師
製造
事務員

飲食、サービス係
看護職員
介護職員
接客係

フロント事務
営業

ルート営業
水産加工・荷造り
水産加工員
購買事務

機械オペレータ
組立オペレータ
看護師
機械加工
販売員
〃

栄養士業務

不問

不問

不問

不問

55以下

不問

不問

20～40

不問

不問

不問

22～45

不問

30～45

不問

不問

不問

不問

不問

40以下

40以下

50以下

不問

35以下

55以下

55以下

不問

不問

18～28

20～28

不問

1
1
1
1
3
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
10
10
1

事業所名 職　　種 年齢 人数

�ライフアート
日本調剤�
富士産業�

�カネリョウ商店
�丸近
�三七十
�ヤマヨシ
�さだ助
�かどや

ニチレクコーポレーション�
�ニッコクトラスト

▼パート

求人情報
（平成17年6月20日現在・順不同）

縫製
薬剤師
調理補助
製造加工員
事務

フロント事務
水産加工員
接客
接客
調理
経理事務

55以下

22～45

20～45

不問

不問

不問

不問

45以下

不問

不問

不問

1
1
1
3
1
1
1
2
1
1
1

ハローワーク香住（職業安定所）
�0796・36・0137

国民健康保険税には医療費の支払いに充てる「医療分」と介護納付金の支払いに充
てる「介護分」（40～64歳までの国民健康保険加入者が納める）があります。
このたび、介護納付金の増加により「介護分」の税率が引き上がるとともに3区で
不均一だった税率を均一にします。
改定後の税率は、次のとおりとなります。
【国民健康保険税「介護分」の税率】（適用年月日：平成17年4月1日）
・所得割 （総所得金額－基礎控除額330，000円）×税率
（旧）香住区…0.88％、村岡区…1.09％、小代区…1.06％→（新）1.31％
・資産割 土地・家屋に係る固定資産税額×税率
（旧）香住区…4.93％、村岡区…6.12％、小代区…7.27％→（新）6.15％
・均等割 加入者一人に対し定額
（旧）香住区…6，790円、村岡区…6，560円、小代区…7，100円→（新）7，900円
・平等割 一世帯に対し定額
（旧）香住区…4，030円、村岡区…4，060円、小代区…4，100円→（新）4，830円
※「医療分」の税率は据置きとなります。（平成17年度から3年間は各区ごとに税率
が異なる不均一課税です）

この宝くじの収益金は、市町村の明る
く住みよいまちづくりに使われます。
収益金は兵庫県内の発売実績に応じて

交付されますので、ぜひ県内でお買い求
めください。

1等・前後賞合わせて3億円
サマージャンボ宝くじ

◆国民健康保険税の「介護分」の税率が変更◆

◆福祉医療費助成制度改正◆

●発売期間　8月2日（火）まで
●抽選日　8月12日（金）
（財）兵庫県市町村振興協会

香美町福祉医療費助成条例の改正に伴い、7月1日からの診療分について、各制
度の本人一部負担金の額が次のようになります。各制度に該当される方には、すで
に受給者証をお送りしていますので、医療機関などを受診される場合には、必ず保
険証・組合員証などと一緒に窓口に提出して下さい。
・老人医療費助成制度
本人住民税課税者で一定以上所得者の家族　対象外
一般（負担割合2割） 外来12，000円、世帯40，200円
低所得者　区分2（負担割合2割） 外来8，000円、世帯24，600円

区分１（負担割合1割） 外来8，000円、世帯15，000円
・乳幼児医療費助成制度
一般　外来1日700円まで（月2回）、入院は一割負担（月2，800円まで）
低所得者　外来1日500円まで（月2回）、入院は一割負担（月2，000円まで）
※0歳児から5歳児までは償還払いで負担なし
・障害者・母子・高齢障害者医療費助成制度
一般　外来1日500円まで（月2回）、入院は一割負担（月2，000円まで）
低所得者　外来1日300円まで（月2回）、入院は一割負担（月1，200円まで）
・寡婦医療費助成制度（村岡区・小代区のみ） 7月から制度廃止
新たな制度として、精神障害者保健福祉手帳1級所持者が対象の重度精神障害者
医療費助成事業が始まります。該当される方は申請をしてください。
乳幼児の医療費については、満5歳の誕生月の末日までの診療分が入院・外来と
もに無料になります。印鑑・領収書・健康保険証・受給者証、振込口座が分かるも
のを持って、役場健康福祉部健康課・各地域局健康福祉課で申請をしてください。
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◆兵庫県警察官◆
�応募締切　7月25日（月）
�試験日　9月18日（日）
�採用予定人数
男性…約180人、女性…約30人
� 問い合わせ（応募）先
香住警察署 �0796・36・0110
浜坂警察署 �0796・82・0110

◆香美町民福祉セミナー
（認知症相談推進事業）◆

映画「折り梅」を通して、認知症
（痴呆症）の方や家族の思いに心を寄
せ、共に考えたいと思います。
�講　師　澤田清方氏（兵庫県社会
福祉協議会職員、日本福祉大学教
授、流通科学大学教授を歴任）
�と　き　7月31日（日）
午後1時30分～3時45分
�ところ　村岡老人福祉センター
�問い合わせ先
小代在宅介護支援センター　
『こぶしの里』

�0796・97・2799

◆短期水泳教室◆
�と　き　8月8日（月）～12日（金）
①午前9時30分～10時30分
②午前10時45分～11時45分
�ところ　香住Ｂ＆Ｇ海洋センター
�対象者
町内の小学1年生～3年生で全く

泳げない人
�定　員
各コース・各学年10人（定員にな
り次第締切）
�申込開始日
7月23日（土） 午前9時～
�申込方法
・電話受付は行いません。直接香住
Ｂ＆Ｇ海洋センターに申し込んでく
ださい。
・スポーツ保険料500円を申込時

◆高齢者の交通事故が増えています◆
今年5月末現在、県内の交通事故
件数は昨年より減少していますが、
高齢者の交通事故件数は増加してい
ます。
香美町内でも、この半年間に3名
の高齢者が亡くなっています。
次のポイントを再確認し、交通事
故に遭わないように気をつけましょ
う！

1．道路を横断するときは、油断し
ないで、よく確認しましょう！
①少し遠回りでも、信号機や横断歩
道があるところから渡りましょう。
近くに信号や横断歩道が無いとき
は、道路をよく見渡せるところから
渡りましょう。
②渡る前に安全を確かめましょう。
安全確認は右・左・右の順で。青信
号でも車の動きを確かめながら横断
しましょう。
③横断中も油断しないで、車が来な
いか確かめましょう。

2．夕方や夜間、明け方に出かける
ときは明るい服で出かけましょう！
①車の運転者から発見されやすい明
るい色の服装を身につけるようにし
ましょう。夜光反射材を着用すると
効果的です。
②夜間、車は右方向からの横断者に
（歩行者から見ると左方向からの車
は）気がつきにくいので、特に注意
しましょう。

にお支払いください。
�問い合わせ先
香住Ｂ＆Ｇ海洋センター

�0796・36・2467

◆初心者狩猟免許講習会◆
これから県の狩猟免許試験を受け
て狩猟を始めようとする方などを対
象に講習会を開催します。
�と　き
8月6日（土） 午前9時30分～
�ところ
兵庫県中央労働センター（神戸市）
�内　容
狩猟に関する法令、鳥獣類の判

別、猟具の取り扱い
�受講料　7,000円
�申込期限　7月29日（金）
�問い合わせ（申し込み）先
（社）兵庫県猟友会

�078・361・8127

◆農地売買・転用などの
申請について◆

農地を耕作目的で売買・貸し借り
するには、農業委員会の許可が必要
です。また、農地を住宅・車庫・工
場・倉庫・駐車場・山林など農地以
外に用途変更するには、県知事の許
可が必要です。農業委員会では意見
書を作成し、県知事へ申請書を提出
します。
申請の手続きは複雑な部分もあり
ますので、申請する前に農業委員か
農業委員会事務局、本庁・地域局の
担当者にご相談ください。
農業委員会事務局へ農地の売買・
転用などについての申請書を提出す
る際には、毎月5日までに提出して
ください。
�問い合わせ先
香美町農業委員会事務局
(村岡地域局農林課内)

�0796・94・0321

けいじばん
募　　集

開　　催

そのほか



16
この広報誌は、自然環境を考えてソイ（大豆油）
インキ、再生紙100％を使用しています。 
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ふ
る
さ
と
香
美
（
第
4
号
）
平
成
1
7
年
7
月
1
4
日
発
行

■
発
行
／兵
庫
県
香
美
町
■
企
画
編
集
／総
務
部
企
画
課

香香 美美
名名所所 巡巡りり

山陰海岸国立公園の中央に位置する
香住区の海岸線の中でも、景勝地とし
て知られる今子浦ファミリーパーク。
春から秋にかけて、遠足や自然学校、

海水浴、キャンプなどで訪れた人々が、
「かえる島」や「千畳敷」で、思い思いに
のどかで雄大な風景、磯辺の観察など
を楽しんでいます。
今子浦は国立公園内の集団施設地区

に指定され、これまで県や町によりキ
ャンプ場や駐車場、「大引の鼻」展望休憩
所、園内周回道路、「香りの公園」、国民
宿舎「ファミリーイン今子浦」、グラウ
ンド、テニスコートなどが次々と整備
されてきました。
最近では、町民ボランティアによる

植栽事業も盛んで、園内各地にはスイ
センやサクラ、シバザクラ、ユウスゲ、
マツバギク、ムクゲなどの花木が四季
折々に咲き、訪れる人々の心を和ませ
てくれています。
また、特に感動的なのが9月中旬ごろ

まで見ごろの「夕陽」の美しさ。天気の
良い日の夕方、「ゆうなぎの丘」、「大引の
鼻」展望休憩所などからの眺めは、まさ
に絶景です。
今年7月、国民宿舎は「日本夕陽の宿

百選」の認定を受けました。また、町で
は「日本の夕陽百選」に現在申請中です
ので、新たな観光資源として売り出し
ていくことにしています。

編
集
後
記
「
日
々
雑
感
」

まちのうごき
（平成17年6月1日現在）

合　計　22,721人（＋ 4）
男　　10,846人（＋ 9）
女　　11,875人（－ 5）
世帯数 6,968世帯（＋ 1）

カッコ内は前月比

「
弁
当
忘
れ
て
も
傘
忘
れ
る
な
」

但
馬
地
方
で
よ
く
言
わ
れ
る
言
葉
で
す
が
、

6
月
は
ほ
と
ん
ど
雨
が
降
ら
な
か
っ
た
の
で
、

「
大
丈
夫
か
な
ぁ
」
と
思
っ
て
い
た
ら
、
7
月
に

入
り
、
雨
、
雨
、
雨
…
。

や
っ
ぱ
り
天
気
と
い
う
の
は
、
年
に
よ
っ
て

変
動
が
あ
っ
て
も
、
降
る
と
き
に
は
降
る
も
の

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

人
と
は
現
金
な
も
の
で
、
6
月
な
ど
は
「
早

く
雨
降
っ
て
ほ
し
い
な
ぁ
」
と
思
っ
て
い
た
の

に
、
7
月
に
な
る
と
「
も
う
雨
は
い
い
よ
」
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

給
水
制
限
や
節
水
対
策
の
ニ
ュ
ー
ス
を
テ
レ

ビ
で
見
る
た
び
に
、
香
美
町
は
よ
そ
に
比
べ
て
、

質
、
量
と
も
に
水
に
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
良
か

っ
た
な
と
思
い
直
し
ま
す
。

水
と
安
全
は
タ
ダ
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

最
近
で
は
そ
の
ど
ち
ら
も
、
か
つ
て
の
よ
う
に

当
た
り
前
の
こ
と
と
と
い
う
よ
う
に
考
え
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
私
は
よ
く
「
弁
当
を
忘
れ
ず
に

傘
を
忘
れ
る
」
の
で
、
ず
ぶ
ぬ
れ
に
な
っ
て
帰

っ
た
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま
す
。

（
タ
ク
）

マリンブルーの海と千畳敷が
おりなす風景が美しい今子浦海岸

日本海に沈む
美しい夕陽


